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【学位論文審査の要旨】 
１ 研究の目的 































CPT 共鳴特性が改善可能である事を示した（第 4 章）．また，小型原子発振器の更なる省電
力化を目指して高次高調波による励起法を検討し，RF 回路の省電力化も図った（第 5 章）．
最後に，CPT 共鳴の大幅な SN 比改善法として，パルス励起にも対応可能な直交偏光子法を
提案した（第 6章）．本論文の主な構成は以下の通りである． 







 第 4 章では，パルス励起を小型原子発振器へ適用するため，透過型液晶によるパルス励
起法を提案した．液晶による光強度変調の実験を行い，ラムゼイ共鳴が観測されることを
確認し，観測タイミングが共鳴の振幅に与える影響についても明らかにした．次に，同条
件による連続励起特性との比較から，共鳴 Q 値が 8 倍以上，ライトシフトが 1/3 以下に改
善できることが示された．また，従来法である音響光学変調器との比較実験からも，ほぼ
同様の性能が得られ，本提案法の有効性が明らかになった． 









の二色性，旋光性の解析および実験から，本提案法により SN 比 90%が達成可能であり，性
能指数は従来法と比べ 54倍向上し，良好な短期安定度が期待できることを明らかにした．  
  
３ 審査の結果 
 本論文では，小型化に適した CPT 原子発振器の特性改善を目指し，パルス励起法に関す
る新たな数値解析法の考案，小型に適したレーザパルス化手法，省電力動作法，共鳴 SN比
改善法について多角的側面から検討が行われた．パルス励起の数値解析法により，これま
で実験的にしか得られていなかった CPT 共鳴の各種特性を詳細に計算可能となり，実用化
に伴うパラメータ設定についての有用な知見を得た．レーザパルス化および省電力化手法
により，これまで困難と思われてきた超小型原子発振器へのパルス励起適応が可能である
ことを示した．さらに，SN改善法により短期安定度を大幅に改善できる事を明らかにした．
以上の提案法は，複合的に適用することが可能であり，従来得られなかった優れた性能を
小型原子発振器において実現できる可能性を示唆している．したがって，本研究で得られ
た成果は，高性能な超小型原子発振器の実現へ向けて多大に貢献する十分価値のあるもの
と認められる．本論文の内容は，すでに国内外で開催された会議で口頭発表されるととも
に，厳正な査読を経て国内外の権威ある学術雑誌に掲載され，一般に公開されている．よ
って本論文は，博士（工学）の学位を授与するに値するものと判定した． 
 
４ 最終試験の結果 
 本学の学位規定，および電気電子工学専攻の申し合わせに従って論文審査会を開催し，
専門分野に関する諮問を行うと共に，論文内容に関して慎重に審査を行った．さらに，公
開の論文発表会を開催して，学内外から多数の出席者を得て多角的な質疑・討論を行った．
また，審査委員全員による口頭の試験を実施した．以上の結果を総合的に考慮し，慎重に
審査した結果，合格と判定した． 
